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第３章 東海地震注意情報発表から警戒宣言発令までの対応措置 

第１節 東海地震注意情報等の伝達 

１ 伝達系統 

 

 

２ 伝達事項 

(1) 東海地震予知情報 

(2) 東海地震注意情報 

(3) 東海地震に関連する調査情報（臨時） 

 

第２節 警戒体制への準備 

市は，東海地震注意情報を受けたとき，または了知したときは警戒宣言の発令に備え

て速やかに対応できるよう措置するものとする。 

主な事項は次のとおりである。 

(1) 警戒宣言，東海地震注意情報，東海地震予知情報伝達の準備 

(2) 災害対策本部設置の準備 

(3) 社会的混乱防止のための広報 

(4) その他必要な措置の準備 

 

第３節 警戒宣言，東海地震に関する情報について 

１ 東海地震に係る情報発表の流れ 

 

 

 

 

 

 

  

気象庁 水戸地方気象台 県（防災・危機管理

課） 

市町村 
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２ 東海地震に関する情報 

東海地震とは，静岡県中部から遠州灘周辺を震源域とし，いつ発生してもおかしく

ないと考えられているマグニチュード８クラスの巨大地震で，これまでの研究や観測

体制の構築から唯一予知の可能性のある地震である。気象庁は，関係機関の協力も得

て，地殻変動や地震等を 24 時間体制で監視し，異常なデータが観測された場合には

「東海地震に関連する情報」を，各情報が意味する危険度に応じた「カラーレベル」

を付し，お知らせする。 

なお，前兆すべりが急激に進んだ場合や前兆すべりが小さい場合等には，直前予知

ができない場合もあるので，日ごろから東海地震への備えをしておくことが大切であ

る。 

 
東海地震に関連する情報の種類 

情報名 発表基準 

東海地震予知情報 
【カラーレベル 赤】 

東海地震が発生するおそれがあると認められ，「警戒宣
言」が発せられた場合 

東海地震注意情報 
【カラーレベル 黄】 

観測された現象が東海地震の前兆現象である可能性が高ま
ったと認められた場合 

東海地震に関連する 
調査情報 
【カラーレベル 青】 

臨 
時 

観測データに通常とは異なる変化が観測され，その変化の
原因についての調査を行った場合 

定 
例 

毎月の定例の「判定会」で調査が行われ，「東海地震」に
直ちに結びつくような変化が観測されていないと判断され
た場合 

 
各情報発表後，東海地震発生のおそれがなくなったと判断された場合は，その旨が各情

報で発表される。 

３ 警戒宣言 

警戒宣言は，警戒宣言，警戒態勢を執るべき旨の公示及び地震防災応急対策に係る

措置を執るべき旨の通知に関する情報と，地震予知情報の内容を組み合わせたものに

内閣府が作成して関係機関に通知されるものである。次に警戒宣言の例文を示す。 

 

訓練 東海地震の地震災害警戒宣言 

大規模地震対策特別措置法に基づき，ここに地震災害に関する警戒宣言を発します。 

本日，気象庁長官から東海地域の地震観測データ等に異常が発見され，２，３日以

内に駿河湾及びその南方沖を震源域とする大規模な地震が発生するおそれがあるとの

報告を受けました。 

この地震が発生すると東海地震の強化地域内では震度６以上，その隣接地域では震

度５程度の地震になると予想されます。また，伊豆半島南部から駿河湾沿岸に大津波

のおそれがあります。 

強化地域内の公的機関及び地震防災応急計画事業所は，速やかに地震防災応急対策

を実施して下さい。 
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強化地域内の居住者，滞在者及び事業所等は，警戒態勢を執り，防災関係機関の指

示に従って落ち着いて行動して下さい。 

なお，強化地域内への旅行や電話は差し控えて下さい。地震予知情報の詳しい内容

については，気象庁長官に説明させますから，テレビ，ラジオに注意して下さい。 

令和 年 月 日 

内閣総理大臣 


